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１１．．研研究究のの背背景景とと目目的的  

1.1  背背景景  

 実習校は公立小学校として、2021年度に所属自治体の「スマートスクール実現モデル校」に

指定された実績を持ち、ICT教育の普及推進に努めてきた。しかしながら、2022年度以降の本校

におけるICT活用の実態を整理すると、2つの課題が見られた。  

 第一に、教員間のICT活用指導力の格差が大きい点である。モデル校としての実績はあるもの

の、近年の教員の入れ替わりや新任教員の赴任、さらには校内研究テーマが変わったことによ

り、指定当時に蓄積された知識や教員のICT活用指導力に差が生じている。  

 第二に、ICT活用指導力チェックリストにおいて課題が見られることである。2023年度に実施

したICT活用指導力の調査では、全国平均と同様の傾向が見られ、特に「教材研究・指導準備で

の活用（項目B）」や「授業中での児童のICT活用指導（項目C）」の数値が低く表れた。  

 以上の背景から、ICT活用指導力の向上が、現在取り組むべき喫緊の課題となっていた。 

1.2  目目的的  

 本研究の目的は、「児童の情報活用能力の育成を見据え、授業におけるICTの日常的かつ効果

的な活用を実現するために、教員のICT活用指導力の向上を図ること」である。そのために、I

CTを学習の道具として適切に位置付け、主体的・対話的で深い学びを支える授業実践を学校全

体で推進していくことをめざす。そこで、教員一人ひとりのICT活用指導力の向上に取り組む。 

 
２２．．基基本本学学校校実実習習のの取取りり組組みみ  

2.1 計計画画とと実実践践 
基本学校実習では、実習校の実態把握と、その結果を踏まえた課題解決を行った。実態把握

にあたっては、日本教育工学協会による学校情報化認定の指標およびICT活用指導力チェック

リストを用いて分析を行った。その結果、実習校では教員のICT活用指導力を系統的に高める

研修や仕組みが十分に整っていないという課題が明らかになった。そこで、ICT活用指導力向

上と授業でのICT活用推進を一体的に進めるため、ICT研究部での実践報告会、ICT通信の作成、

ICT学習会の実施などをグランドデザインとして整理し、学校全体で継続的に取り組む体制を

構築した。 
2.2 成成果果とと課課題題 
 グランドデザインに基づいて取組みを行うことで、学校情報化認定の評価においては、「レ

ベル0（取組みが不充分な状態）」が見られなくなり、複数の項目でレベルの向上が確認される

など、教員全体の技能や意識の底上げが図られた。特に、学校情報化認定の「教科指導におけ
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